
～今月の花木～ 
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2022年４～５月号 

寒
い
冬
か
ら
、
日
増
し
に
春

め
い
て
爽
や
か
な
新
緑
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
植
栽
管
理

作
業
に
は
伸
び
た
か
ら
切
る
、

と
い
っ
た
対
処
療
法
的
な
作

業
が
多
い
の
で
す
が
、
植
物
は

あ
る
程
度
決
ま
っ
た
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
で
生
活
し
て
い
る

た
め
、
効
果
的
な
作
業
を
す
る

時
期
に
は
目
安
が
あ
り
ま
す
。

主
な
作
業
内
容
、
時
期
、
回
数

な
ど
は
裏
面
の
表
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。 

年
間
管
理
の
よ
う
に
内
容

を
決
め
て
定
期
的
に
実
施
す

る
事
業
所
や
学
校
、
公
園
な
ど

は
多
い
の
で
す
が
、
年
間
管
理

の
作
業
内
容
や
予
算
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
突
発
的
な
問

題
が
往
々
に
し
て
起
き
ま
す
。 

相
手
が
生
き
物
に
つ
き
、
今

ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
も
の
が

枯
れ
た
り
、
病
害
虫
に
や
ら
れ

た
り
す
る
、
最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
コ
ラ
ナ
等
が
枯
れ
る

「
ナ
ラ
枯
れ
」
、
サ
ク
ラ
等
に

侵
入
し
衰
弱
さ
せ
る
「
ク
ビ
ア

カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
な
ど
の
被

害
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
時
に
は

台
風
や
大
雪
等
、
自
然
災
害
に

よ
る
倒
木
な
ど
を
引
き
起
こ

す
事
も
あ
り
ま
す
。 

問
題
（
ト
ラ
ブ
ル
）
を
回
避

し
リ
ス
ク
軽
減
す
る
に
は
、
適

切
な
管
理
作
業
と
日
ご
ろ
か

ら
の
観
察
・
点
検
が
大
切
で

す
。
「
こ
の
通
路
上
に
枯
枝
が

あ
る
、
落
ち
た
ら
危
な
い
な
」、

「
生
垣
が
伸
び
す
ぎ
て
鬱
陶

し
く
視
界
も
悪
く
な
っ
て
き

た
」
な
ど
、
安
全
面
や
景
観
に

配
慮
し
た
管
理
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

 

身
近
な
植
栽
は
生
活
に
潤

い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
、
緑
陰
や

緑
地
は
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
の
緩
和
な
ど
社
会
貢

献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た

季
節
や
生
長
に
よ
る
変
化
を

楽
し
め
る
身
近
な
存
在
で
す
。 

第 107号 

☝過酷な河川の水中草刈（河道内除草工・流水部）の現場（夏は気持ちいいと言う人もいますが） 

練馬営業所 
練馬区上石神井 4-27-15 

レジオンス上石神井 210 

Tel 03-5927-0339 

――――――――――― 

さいたま営業所 
埼玉県さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

Tel 048-851-6418 

 
 

暖
か
く
な
り
草
木
が
伸
び
る
に
つ
れ
、
草
刈
や
除
草
、
芝

刈
り
、
剪
定
な
ど
の
植
栽
管
理
作
業
が
増
え
、
植
木
屋
に
と

っ
て
忙
し
い
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。 

☝作業前 ☝作業後 

目
的
や
作
業
例 

 

私
た
ち
の
生
活
や
働
く
場
に
お
い
て
、
植
栽
（
植
物
）
の
生
長
や
変
化
に
伴
う
、
見
た
目

や
安
全
面
に
対
す
る
不
都
合
な
事
を
改
善
す
る
た
め
、
植
栽
管
理
作
業
は
行
わ
れ
ま
す
。 

費
用
面
や
立
地
、
利
用
状
況
な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
、
優
先
度
を
見
極
め
た
作
業
の

計
画
・
実
施
が
必
要
で
す
。
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

☝作業前 ☝作業後 

予防保全 
 道路や建物沿いの高木が大径木化し、放任して

いると越境や枯枝の落枝など事故につながるリス

クが高まります。樹高が高く茂りすぎると風を受

けやすく台風時の倒木や枝折れの可能性が高まり

ます。景観も悪くなり、周囲に不安を与えます。 

 日頃の剪定等の管理作業により、事故リスクを

減らし、景観を向上することが可能です。 

病害虫防除 
 コナラ等が短期間に枯れてしまう

「ナラ枯れ」はまだ首都圏では終息し

そうにありません。また、夏に向けて

毛虫などの発生が増えてきます。 

 人の病にも言えることですが、早期

発見、早期処置により被害の広がりを

防ぐ事は可能です。処置は症状により

対応が異なります。 ☝ナラ枯れ・枯死木 ☝ナラ枯れ・根元や幹のフラス ☝ツバキ類への薬剤散布によるチャドクガ対策 

リニューアル（改修） 
 経年劣化などにより、植栽地やプランターなど

が、みすぼらしくなってくることがあります。 

心機一転、新しくやり直すことを検討されてみて

はいかがでしょうか。既存のものを利用する、全て

新しいものに作り直すなど、ご予算や目的をお聞か

せいただき、ご一緒に検討いたしましょう。 

（右の写真例はプランターを全て更新した例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適期 多少よい時期 

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

作業時期は一般的な目安です。植栽の種類や気候、目的により

変わりますので、詳しくはお問い合わせ下さい。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月作業内容╲時期

樹木管理

常緑樹剪定

植込み地除草

落葉樹剪定

針葉樹剪定

樹木点検

マツ手入れ

草刈り・除草

施　肥

手取り除草

除草剤散布

マツ枯れ防止

芝生管理

ナラ枯れ防止

芝張り(補植含む)

芝刈り

落ち葉はき

植込みや生垣刈込

施　肥

病害虫防除

裸地・そのた管理

常緑樹は寒い時期はよくない

花木は花芽形成前に剪定 落葉前だと落葉清掃が楽/冬期剪定（基本剪定）

春の芽だし肥や花後のお礼肥（速効性肥料） 寒肥は特に有効（遅効性肥料）

チャドクガ(    類)注意    、    類注意

冬期はマツ枯れ予防の殺線虫剤の樹幹注入時期

月１回 月２回 月１回（１１月で刈り止め）

冬雑草発芽前 夏雑草発芽前

冬雑草は目立つので取りやすい

みどり摘み もみ上げ（古葉落とし）、透かし剪定

最低年３～４回は行いたい

冬季にはマシン油乳剤、石灰硫黄合剤が散布できる

※冬に休眠（冬枯れ）する、野芝や高麗芝などの日本芝の場合

枯マツは４月までに伐採が特に有効

夏期剪定（軽剪定）

花木は花芽形成前に剪定

針葉樹は時期によらず強剪定に弱いものが多い

花芽形成後の花木は、とびを取る程度に軽く刈込む

枯枝や危険木の早期発見 台風後の被害点検台風被害の予想点検 大雪後の被害点検

落葉樹新芽が出た後の常緑樹（常磐木落葉）

常緑樹は新芽が落ち着いてからがよい

殺菌剤の注入や資材被覆などの処置

枯死木は春先のキクイムシ成虫脱出前に伐採が良い

11～12月で刈り止め

最低年２～３回は行いたい

枯死木は伐採や、くん蒸等処理

     
常
盤

と

き

わ

木 ぎ

落
葉

お

ち

ば

       

 

４
月
以
降
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
多
く

の
常
緑
樹
は
新
葉
が
出
揃
う
初
夏

に
か
け
て
、
古
い
葉
を
落
と
し
ま

す
。
多
く
の
常
緑
樹
の
一
枚
の
葉
の

寿
命
は
２
～
３
年
の
よ
う
で
す
。 

冬
の
手
前
の
ケ
ヤ
キ
な
ど
落
葉

樹
と
は
異
な
り
、
全
て
の
葉
を
落
と

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
な

り
に
古
い
葉
を
落
と
し
て
葉
の
入

れ
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
常
緑
の
大

木
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
方
な
ど

は
春
先
に
落
ち
葉
が
多
く
て
厭
だ

な
と
感
じ
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。 

俳
句
の
季
語
に
も
な
っ
て
い
る

「
常
盤
木
落
葉
」
、
密
や
か
な
生
命

の
営
み
、
世
代
交
代
の
証
で
す
。 

☝初夏のクスノキ ☝堆積する落ち葉 ☝樹冠内の新葉～古葉 

（茶褐色の古葉は手で簡単に落ちる） 


